
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

撮影：広報（令和３年７月）

9月17日㈯ 午後１時30分～２時30分
七城公民館 講堂 50人（要申込）ところ 定　員
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２  レスキューナースが教え
るプチプラ防災

4  こどもぼうさい・あんぜん
絵じてん

　お金をかけずに命を守る知
識とテクニックを紹介。生き抜
く自信を与えてくれます。

　防災と、毎日を安全にすご
すための知恵が詰まった1冊。

図 書 館

　キャリアウーマンのママ、芸術家のパパのもとにやっ
てきたのは、前世の記憶を持った双子の赤ちゃんでした。
新米パパとママはおなかの中の赤ちゃんから心配されて
いるようで…。
　文学座に所属するプロの俳優による無料の朗読会です。
感動と楽しさをお届けします。

　公民館では、コロナ禍でも感染対策を行いながら、さ
まざまな工夫やアイデアを凝らし、市民の「学び」と「活動」
を応援しています。詳しくは「公民館主催講座受講生募集

（後期）」（冊子）やキクロスのホームページをご覧ください。
　本年度の公民館主催講座は、新型コロナの影響を鑑
みて、例年より募集人員が少なくなっています。受講希
望者が多数の場合は抽選となりますのでご了承ください。

朗読公演「ああ、母さん、あなたに申しましょう」

全日程が終了した前期講座の一部を紹介！

令和４年度公民館主催講座（後期） 受講生募集！
～ あなたの学びたい気持ちをサポートします ～

公 民 館
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1  かんたん時短、「即食」レシピ
　もしもごはん

3  防災のサバイバル

　9月1日は防災の日です。災
害時に役に立つレシピが多数
掲載されています。

　防災ハンドブックの子ども版。
あらゆる災害時の対処法がク
イズ方式で掲載。

【主催講座】
①申し込みハガキ
｢公民館主催講座受講生募集」の最終ページの用紙に記
入し、各公民館に提出するか郵送してください。
②申し込みフォーム
ホームページの専用申し込みフォームから申し
込んでください。

【子ども講座】 各学校を通じてお知らせします。
【図書館講座】 各図書館内やホームページなどでお知ら
せします。

申し込みフォーム→

市内在住か市内在勤・在学の人
～９月20日㈫

※定員に満たない場合は随時受け付けます。

対　　象

申込方法

募集期間

●おとなチャレンジ！ ～英語に親しみ、日常会話に挑戦～
　 （6月～7月・全10回、中央公民館）
　生活の中のいろいろな場面で
使う英会話を学習。対話すること
でコミュニケーションも取れ、最終
回では在住外国人と交流しました。

●おいしさ納得！給食の人気メニュー ～食育を考える～
　（8月・全2回、七城公民館）

　栄養価や子どもたちの学習活
動と連携したメニューなど、食育
の重要性を学びました。実際に調
理し、試食。味も大満足でした。
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